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き

質
問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

事
業
は
、
景
気
対
策
の
一
環

と
し
て
町
民
に
広
く
参
画
し
て
も
ら
う

と
い
う
点
で
は
大
変
よ
い
と
思
う
が
、

家
族
全
員
で
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
も
、
１

人
も
当
た
ら
な
い
家
庭
が
あ
る
一
方
で
、

５
人
全
員
が
当
た
っ
て
い
る
家
庭
も
あ

る
。

　

こ
れ
で
は
町
民
に
幅
広
く
利
用
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
反
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答
弁

町
長　

発
行
予
定
３
万

セ
ッ
ト
に
対
し
、
有
効
な
購

入
申
込
み
が
４
万
２
４
２
セ
ッ
ト
で

あ
っ
た
。
９
月
16
日
に
商
工
会
館
に
お

い
て
、
私
や
議
長
、
商
工
会
長
等
で
多

く
の
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
も
の
で
あ
り
、
世
帯
ご
と
の
当
選

率
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

　

世
帯
ご
と
の
当
選
率
を
均
一
に
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
抽
選
及
び
確
認

作
業
等
が
膨
大
に
な
る
と
思
わ
れ
、

人
員
や
経
費
等
を
考
慮
す
る
と
、
実

施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
同
様
の
事
業
を
実
施
す
る
際

に
は
、
笠
原
議
員
の
意
見
も
参
考
に

し
た
い
。

質
問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
の
予
算
額
は
。

答
弁
町
長　

本
事
業
は
、
補
助

金
と
し
て
１
億
９
２
３
０

万
円
を
商
工
会
へ
支
出
し
、
商
工
会

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

事
業
終
了
後
に
商
工
会
か
ら
補
助
金

実
績
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
事
業
費

が
確
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

下
水
道
の
接
続
率
の
向
上
を

質
問
緊
急
経
済
対
策
住
宅
等
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
で
は
、

下
水
道
接
続
工
事
も
対
象
と
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
接
続
率
を
上

げ
る
た
め
に
も
、
別
途
、
補
助
金
制

度
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
町
長　

補
助
金
が
効
果
的

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、

現
時
点
で
補
助
金
制
度
を
設
け
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
下
水
道
料
金
の
値
下
げ
を

す
れ
ば
、
接
続
率
も
向
上

す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
町
長　

接
続
を
検
討
す
る

き
っ
か
け
に
は
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
下
水
道
事
業
は
全
国

的
に
使
用
料
の
適
正
化
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
町
で
は
段
階
的
な
値
上
げ

を
計
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
値
下

げ
を
検
討
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

 ・
農
作
業
後
に
ト
ラ
ク
タ
ー
等
か
ら
町
道

に
落
ち
た
泥
の
片
付
け
に
つ
い
て

 ・
町
で
は
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
政
策
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

質
問
玉
村
町
議
会
は
、
先
の
10

月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第

5
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
小
中
学
校

給
食
費
を
12
月
分
か
ら
来
年
３
月
分

ま
で
無
償
化
と
す
る
予
算
が
盛
り
込

ま
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、

物
価
の
高
騰
が
続
き
、
子
育
て
世
代

の
家
計
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
導
入
す

る
た
め
の
予
算
額
は
。

答
弁
教
育
長　

現
在
、
玉
村
町

で
は
、
町
内
公
立
小
中
学

校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
校
給
食

費
に
つ
い
て
、
給
食
材
料
費
の
４
分

の
１
を
町
で
助
成
し
、
４
分
の
３
を

保
護
者
負
担
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
保
護
者
負
担
分
を
完
全
無
償

化
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
は
、
小
学

生
５
５
９
９
万
３
２
０
０
円
、
中
学
生

３
４
８
４
万
２
４
０
０
円
で
、
合
計
９

０
８
３
万
５
６
０
０
円
と
な
る
。

質
問
県
内
市
町
村
の
給
食
費
無

償
化
に
関
す
る
状
況
は
。

答
弁
教
育
長　

令
和
４
年
９
月

時
点
で
県
が
ま
と
め
た
県
内

市
町
村
の
学
校
給
食
費
助
成
状
況
は
、

県
内
35
市
町
村
の
う
ち
、
公
立
小
中

学
校
全
児
童
生
徒
の
全
額
免
除
が
14

市
町
村
、
第
２
子
及
び
第
３
子
以
降

の
免
除
が
10
市
町
村
、
全
児
童
生
徒

の
一
部
免
除
が
５
町
村
と
な
っ
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
は
、
太
田
市
で
小
中
学

校
児
童
生
徒
完
全
無
償
化
、
藤
岡
市

で
２
子
以
降
の
無
償
化
を
実
施
す
る
と

し
て
い
る
。

質
問
周
り
の
市
町
村
の
状
況
を
考

え
る
と
、
町
長
の
公
約
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
来
年
４
月
分

か
ら
も
無
償
化
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
町
長　

給
食
費
無
償
化
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
財
源
等

の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

旧
両
水
周
辺
の
開
発
支
援

を
望
む

質
問
旧
両
水
周
辺
の
開
発
に
つ

い
て
、
民
間
開
発
が
進
め

ら
れ
た
場
合
、
町
は
積
極
的
な
支
援

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁
町
長　

進
出
を
希
望
す
る
企

業
と
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、

早
期
の
実
現
が
図
れ
る
よ
う
調
整
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

 ・
玉
村
産
ブ
ラ
ン
ド
麦
焼
酎
の
生
産
販

売
に
つ
い
て

 ・
新
橋
建
設
の
現
状
に
つ
い
て

 ・
文
化
セ
ン
タ
ー
臨
時
駐
車
場
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て

 町長

世帯ごとの
当選率を均一に

給食費を無償化
にするべきだ

 町長

町内消費を喚起する「プレミアム笑品券」

できるだけ早い時期に
実施したい

均一にすることは
困難である

浅あ

さ

み見
武た

け

し志

笠か
さ
は
ら原

則の
り
ゆ
き孝

無償化の継続が望まれる学校給食費


